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要旨 
 
デンマークにおける公共図書館の移民サービス： 
越境を経験する職員と利用者を対象としたフィールドワークを中心に 
 
本研究は，多様な文化的背景を持つ者が暮らすデンマークのコミュニティにおいて，公共
図書館が移民を対象に提供するサービスを移民サービスとして取り上げ，公共図書館が担
う役割を，1）公共図書館サービス提供者，2）移民の背景を持つ図書館職員，3）移民の背
景を持つ図書館利用者，の 3 者の視点から包括的に明らかにした上で，移民研究において
近年分析軸として用いられている越境の概念から，公共図書館における移民サービスの全
体像を解明することを目的とする。 
本研究では，次の研究課題を検討することを通して研究目的の達成を目指した。すなわち，
研究課題 1）公共図書館における移民サービスの変遷と提供体制，研究課題 2）移民の背景
を持つ図書館職員の役割，研究課題 3）移民の公共図書館利用，の 3 点である。 
研究方法としては，第１にデンマークの公共図書館における移民サービスに関する文献
の検討，第 2 に移民サービスに関与する複数の職員へのインタビュー調査，第 3 に移民の
背景を持つ図書館職員を対象としたインタビュー調査，第 4 に移民の背景を持つ図書館利
用者へのインタビュー調査，第 5 に移民を主たる対象とした公共図書館プログラムにおけ
る参与観察を行った。 
第 1 章では，本研究の背景と目的，先行研究，研究の課題と方法，概念規定，論文の構成
を提示し，研究対象であるデンマークの公共図書館システムの概要を述べた。 
研究課題 1 については，第 2 章および第 3 章で論じた。第 2 章では，デンマークにおい
て移民の数が急増した 1960 年代後半以降に焦点をあて，公共図書館における移民サービス
に関わる図書館行政の流れや仕組みの歴史的・制度的な展開を明らかにした。デンマークの
公共図書館における移民サービスは，ゲントフテ・セントラル・ライブラリー（Gentofte 
Centralbibliotek）の一司書の問題提起から始動し，その後 1983 年の公共図書館法改正，
および 1984 年の移民図書館（Indvandrerbibliotek）の設立に結実しており，地域レベルか
ら国レベルへのボトムアップ型で発展していた。また，同時期にデンマークを含むスカンジ
ナビア諸国は，多言語資料に関する共通のハンドブックや，図書館間相互貸借のネットワー
クを作り，国を越えた協力体制を整備した。1990 年代の後半に入ると，デンマークの図書
館界は，予算や物理的なスペースの都合により，デンマーク語と同様のコレクションを多言
語で構築することは不可能であることを確認する。そしてその後，公共図書館の移民サービ
スは，多言語資料重視からプログラムの運営を支援するプロジェクト重視へとシフトした。
2000 年以降プロジェクト単位での取り組みは更に増加し，地域の公共図書館は，移民を主
たる対象とするプログラムの財源を，主に文化局（Kulturstyrelsen）の助成事業に求める
ようになっていく。文化局は政府機関であるため，移民を主たる対象とするプロジェクトの
予算は，時の政権の移民政策に大きく左右されるようになっていった。 
第 3 章では，デンマークの公共図書館において移民サービスを提供する際の提供側の体
制について検討した。公共図書館の移民サービスに関与するアクターの持つ機能と，アクタ
ー間の協力体制について，1）予算措置，2）資料・専門的助言の提供，3）ネットワーク形
成の支援の 3 点から考察した。調査対象には，地域レベルの 3 つのアクターを，国レベル
では 2 つのアクターを選択し，文化行政担当職員や司書を対象にインタビューを実施した。
調査の結果，1 点目に予算措置に関しては，まずプロジェクトが主に文化局の助成事業によ
って支えられていることを指摘し，文化局が助成対象を図書館に限定せず，関連アクターに
まで広げているため多様なアクターのプロジェクトの実施を可能にしていることを示した。
2 点目に，資料・専門的助言の提供については，統合図書館センタ （ーBiblioteksCenter for 
Integration）を起点として，ナショナルレベルのアクターから自治体レベルのアクターへ
の縦の協力と，ナショナルレベルのアクター間の横の協力とが存在していることが明らか
になった。統合図書館センターが移民に対する図書館サービスを専門に扱うナショナルセ
ンターとして明確な立場にあるため，多言語資料や専門的助言に関するニーズは統合図書
館センターに凝集する体制になっている。3 点目に，ネットワーク形成の支援に関しては，
調査で取り上げた全てのアクターに，複数のアクター間の繋がりを構築，もしくは強化する
よう働きかける機能が見られた。さらに，各アクターには異なる 2 つのアクターが協力関
係を結ぶことを仲介もしくは支援する機能が存在していると結論付けた。 
図書館サービスの提供側に関与しながらも，移民の背景を持つ利用者と同様の当事者性
を持つ図書館職員を本研究ではエスニック・スタッフと称す。研究課題 2 に対応する第 4 章
では，コペンハーゲン図書館の 1 館，ナアアブロー図書館（Nørrebro Bibliotek）に勤務す
る 4 名のエスニック・スタッフを調査対象とし，彼らが公共図書館において担っている役
割について論じた。そして，エスニック・スタッフの役割を 1）レファレンスへの対応，2）
言語の翻訳および規範の解説，3）経験の共有，4）生き抜くスキルの獲得支援，5）需要の
把握と図書館サービスへの反映，として提示した。エスニック・スタッフの持つ豊かな言語
能力は，出身社会言語の資料コレクションを拡充する要因となっていた。また，彼らの豊か
な言語能力と自身の越境経験を基盤にした利用者の支援は，相談者から書類等の翻訳の依
頼を受ける際，単なる言葉の翻訳を超え，デンマークにおける規範の伝達に移民当事者の解
釈を付与することを可能にしていた。加えて，エスニック・スタッフが相談に訪れる移民と
出身社会での経験を共有することは，相談者の移住先社会における閉塞感を緩和させる可
能性を持っていることを指摘した。その上で，エスニック・スタッフが出身社会にもデンマ
ーク社会にも，移民コミュニティにも関わる複数の世界のはざまを生きる者であるため，公
共図書館においてメディエーターとしての役割を担っていることを示した。 
研究課題 3 については第 5 章と第 6 章で扱い，ナアアブロー図書館を利用する移民を対
象とし，彼らの公共図書館利用について論じた。 
第 5 章では，ナアアブロー図書館を利用している移民 10 名を対象にインタビューを行
い，彼らの公共図書館に対する意識や，図書館資料および館内施設設備の利用状況について，
移民自身の語りを通して明らかにした。調査の結果，移民の中にはデンマーク社会での人々
の交流の取り方に孤独感を感じている者がおり，疎外感や閉塞感を癒す「安息の場」として
図書館を利用している移民が存在することが明らかになった。また，移民の出身社会での図
書館利用は教育歴と密接に関係しており，豊かな教育歴を持つ者ほど図書館を利用してい
る傾向が見られた。しかし，デンマークでは教育歴とは無関係に図書館を利用していること
から，デンマークへの移住の前後で図書館に対する認識が変化していることを指摘した。加
えて，移民は一方で出身社会の文化や言語との接触の機会を持つために，出身社会とホスト
社会との間を越境する場として公共図書館を利用し，また一方ではデンマーク社会の規範
の理解や言語の習得を目的に移民コミュニティとデンマーク社会との間の越境を経験する
場として公共図書館を利用していることを示した。 
第 6 章では，第 5 章の調査では十分に検討することができなかった図書館プログラムに
注目した。ナアアブロー図書館で展開されているデンマーク語「トーククラブ」，アラビア
語「トーククラブ」「地域の母」の 3 つのプログラムにおいて参与観察を行い，移民が移住
先での生活のどのような文脈の中で，いかにして図書館プログラムに参加しているのかに
迫った。参与観察の結果，1 点目にナアアブロー図書館のデンマーク語「トーククラブ」，
アラビア語「トーククラブ」は，事前に活動時間が設定されてはいるものの，活動時間内の
タイムスケジュールは固定されておらず，ファシリテーターの判断と当日の参加者との相
談に基づき活動を展開しており，非定型的な学習空間になっていることが明らかになった。
2 点目に，ナアアブロー図書館のプログラムが，デンマーク社会に対する肯定感を強めるた
めの活動ではなく，否定的な意見を賛美するための活動でもなく，肯定と否定とが混然一体
となっているあり様を提示する場になっていることを提示した。3 点目に，移民の背景を持
つ参加者は図書館プログラムにおいて，出身社会の異なる他の移民と時に励まし合い，また
時に警戒し距離を取って接触していることを指摘した。4 点目に，移民の背景を持つ参加者
が，自身の置かれている環境や状況に合わせて，図書館プログラムに，独自に多様な解釈を
加えながら参加していることについて言及し，彼らは解釈主体性を自身に保持したままに
デンマークの公共図書館と関わっていると論じた。 
 第 7 章では以上の研究結果を総括的に検討し，以下 3 点を本研究の結論として示した。1
点目に，デンマークの公共図書館は，移民が＜出身社会－ホスト社会間越境＞，＜ホスト社
会－移民コミュニティ間越境＞，＜異郷出身者間越境＞という相互に重なり合う 3 種の越
境を経験する場として存在していることを指摘した。2 点目に，移民サービスの提供側は，
越境のマネジメントを行っており，近年＜ホスト社会－移民コミュニティ間越境＞に注力
する傾向にあるが，法定のナショナルセンターである統合図書館センターと，エスニック・
スタッフの存在により，公共図書館において移民が＜出身社会－ホスト社会間越境＞，＜異
郷出身者間越境＞を経験する機会は保持されていることを挙げた。そして 3 点目に，複数
の世界のはざまを生きるエスニック・スタッフは，＜出身社会－ホスト社会間越境＞，＜ホ
スト社会－移民コミュニティ間越境＞，＜異郷出身者間越境＞の 3 種の越境を経験するこ
とが可能で，公共図書館にとって移民の背景を持つ利用者の多様な生き方を支えるために
不可欠な存在であると結論付けた。 
Abstract 
 
Public Library Services for Immigrants in Denmark: 
Based on Fieldwork for Library Staff and Users Crossing Boundaries 
 
The purpose of this study is to elucidate the role of public library services for 
immigrants in multicultural communities in Denmark from the following three 
perspectives: 1) public library service providers, 2) public library staff with an 
immigrant background, and 3) public library users with an immigrant background; 
and to clarify the overall picture of public library services for immigrants in 
Denmark thorough the concept of boundary crossing, which has been a major focus 
of migration studies in recent years. 
This study tackles three research agendas: 1) the history and system of public 
library services for immigrants in Denmark, 2) the role of public library staff with 
an immigrant background, and 3) immigrants’ use of libraries. 
In this study, five methods were used: 1) a bibliographic survey of public library 
services for immigrants, 2) interview with staff involved in the service, 3) interview 
with library staff who have an immigrant background, 4) interview with library 
users with an immigrant background and 5) participant observation in public library 
programs set up mainly for immigrants. 
Chapter 1 discusses the background, purpose of the study, previous studies, 
research agendas, methods, terminology definitions and the overall organization of 
the thesis, and describes outlines of the public library system in Denmark. 
Chapter 2 and 3 deal with Research Agenda 1. Chapter 2 focuses on the period 
after the late 1960s, a time of increased immigration to Denmark, specifically 
investigating the historical and institutional changes in public library 
administration regarding services for immigrants. Library services for immigrants 
grew from a question posed by a librarian at Gentofte Central Library (Gentofte 
Centralbibliotek). Since this highlighting of the problem resulted in the amendment 
of the Library Act in 1983 (Lov om Folkebiblioteker) and the establishment of the 
Danish Central Library for Immigrant Literature (Indvandrerbibliotek), the 
development process can be described as “bottom-up” development from the local to 
national level. At the same time, Scandinavian countries, including Denmark, 
created a shared handbook on multilingual library materials as well as an 
interlibrary loan system transcending national borders; they also built a cross-
border cooperative framework. In the late 1990s, the library world in Denmark found 
it impossible to compile a multilingual library collection in the same way as they had 
done for Danish-language material due to limited budget and space. The result was 
a shift in the areas of priority in library services for immigrants from the expansion 
and improvement of multilingual materials to the implementation of projects 
supporting library programs. In the early 2000s, local libraries started requesting 
grants from the Agency for Culture (Kulturstyrelsen) to run programs chiefly 
targeted at immigrants. Because the Agency for Culture is a government agency, 
library projects that are mainly designed for immigrants are significantly affected 
by the immigration policies of the government of the time. 
Chapter 3 discusses the system of public library services for immigrants in 
Denmark, especially from the library service providers’ perspective. This chapter 
elucidates the functions and the relationships of five actors involved with public 
library services for immigrants in Denmark from three viewpoints: financing help, 
provision of multilingual materials and technical advice, and support for networking. 
Five actors (three on the municipal level and two on the national level) were singled 
out for study, and interviews were conducted with cultural administrators and 
librarians. The concluding part of this chapter makes the following three points: 1) 
the Danish Agency for Culture supports most projects on library services for 
immigrants by funding the budget, and makes it possible for not only libraries, but 
also for other actors responsible for library activities, to work on projects from many 
angles; 2) since the Danish Library Centre for Integration (Stats BiblioteksCenter 
for Integration, SBCI) has clear authority as a national center, requests for 
multilingual materials and technical advice are sent directly to it; 3) every actor 
concerned with public library services for immigrants plays a role in linking two 
different actors. 
This study describes as “Ethnic Staff” individuals who work within library 
service providers and at the same time have a similarity to library users with an 
immigrant background. Chapter 4 deals with Research Agenda 2 and discusses the 
roles of four ethnic staff working at the Nørrebro Library in Copenhagen. The 
chapter looks at the four roles of ethnic staff in the library: 1) reference guides; 2) 
interpreters of languages as well as the norms of Danish society; 3) persons with 
similar experiences to the people consulting them; 4) supporters for the learning of 
survival skills in Denmark; 5) persons who communicate the needs of users with an 
immigrant background to public library services. The high language proficiency of 
ethnic staff helps to improve library collections in immigrants’ mother tongues. 
When it comes to interpretation of documents, the support provided, based on ethnic 
staff ’s high language proficiency and experience of immigration, enable not only the 
translation of words, but also help immigrants to understand Danish social norms, 
because they also have an immigrant background. Moreover, it might be possible for 
immigrants who feel lonely in Denmark to escape a feeling of being trapped, when 
they share their experiences in their societies of origin with ethnic staff. This chapter 
concludes that ethnic staff play a role as mediators in public libraries because they 
live in multiple worlds, such as their society of origin, host society, and the immigrant 
community. 
Chapter 5 and 6 deal with Research Agenda 3 and discuss how users with an 
immigrant background use Nørrebro Library. 
Chapter 5 shows interview data taken from ten users of Nørrebro Library with 
an immigrant background and discusses their attitudes toward public libraries and 
their library usage behaviors. It was found that some feel lonely in Danish society 
because of the different style of communication, and use libraries as a place for 
healing their feelings of alienation and stagnation. The chapter noted that their 
usage of libraries in their society of origin was connected with their academic 
background. However, since their library usage in Denmark is not linked to their 
academic background, their perceptions toward public library might have been 
changed through the experience of immigration. On the one hand, they keep in touch 
with the society of their origin in public libraries, and use libraries as a place for 
crossing boundaries between their society of origin and the host society; and on the 
other hand, they try to acquire knowledge of Danish language and behavior in 
libraries, and use libraries as a place for crossing boundaries between the immigrant 
community and the host society. 
Chapter 6 looks at immigrants’ participation in library programs, as it was not 
fully covered in Chapter 5. The method of unstructured participant observation is 
used to study three programs at Nørrebro Library: the Danish Talk Club, the Arabic 
Talk Club, and “Neighborhood Mothers.” The chapter showed how immigrants 
participate in library programs in the host society. Observations made included the 
following. Firstly, the programs can be regarded as places providing unprogrammed 
learning. It was notably seen in the Danish Talk Club and the Arabic Talk Club that 
the learning content and time schedule basically depended on the facilitators’ 
decisions and participants’ wishes on the day. Secondly, the programs at Nørrebro 
Library are neither places to accentuate a positive attitude toward Danish society, 
nor places to emphasize negative thoughts, but are arenas for discussing both for 
and against. Thirdly, sometimes participants with an immigrant background 
encourage each other, but sometimes they keep an arm's-length relationship. And 
fourth, the chapter noted that participants with an immigrant background give the 
library programs whatever meaning they like best. In other words, they can 
maintain their initiative for finding meaning by participating in the programs. 
Chapter 7 comprehensively discusses all results from this study and noted 
three things as the conclusion. Firstly, the study reveals that public libraries in 
Denmark exist as a place for immigrants to cross three kinds of boundaries: 1) the 
boundary between the society of origin and the host society; 2) the boundary between 
the host society and the immigrant community; and 3) the boundaries between 
immigrants from different societies, which partially overlap. Secondly, the study 
showed that the public library service providers work with immigrants on the 
management of crossing boundaries. Public library services for immigrants have 
recently tended to focus on crossing boundaries between the host society and the 
immigrant community. However, the existence of the SBCI as a statutory national 
center and the presence of ethnic staff continue to help immigrants cross the 
boundary between their society of origin and the host society and the boundary 
between immigrants from different societies within public libraries. This study 
concludes that the ethnic staff who live in a kind of in-between world can cross three 
kinds of boundaries. They are integral to keep supporting diverse aspects of 
immigrants’ lives in public libraries. 
